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al. 1998; Pirmohamed et al. 2004）2）、医薬品をめぐる問題は、医療経済問題と











































































































and Faller 2006, 520）。新薬の発見は合理的な薬物研究とは対照的であり、予
想していない実験結果から大発見が生まれたことも多く、こうした研究は、か
























































































（Lam and Cavallari, 2013）。
　では、遺伝子の個人差とは何であろうか？






















































































































































































2） たとえば、アメリカにおける医薬品の副作用（Adverse Drug Reaction: ADR）の実
態についての報告によれば、1994年の入院患者のADRの発生人数は2,216,000人であ
り、このうち、致死的ADRについては106,000人で、死因の4~6番目と推定されてい
























6） デュークス　（Dukes, M. N. G.）とシュヴァルツ（Swartz, B.）は、医薬品は非常に様々
な形態を有するが、人々が、「薬（drug）」 を、その形態や外観、用途などから薬と判






形成過程との統一である（ibid., 200-1; 同書, 23-4）。資本主義的生産様式においては、
商品の生産過程は、労働過程と価値増殖過程（価値形成過程が延長された過程）との
統一であり、最初に資本の所有者が投下した以上の価値が商品に付加される過程であ













































23） 米国大統領委員会（President Commission for the Study of Ethical Problems in 
























（Healy 2004, 277＝2005, 371）。
26） 資本としての生命や健康をどのように呼ぶべきかについては、慎重な検討が必要であ
ろう。資本の定義は時代により、研究者により異なる。周知のように、マルクスは、
労働者を、「生きている資本（ein lebendiges [und daher bedürftiges] Kapital）」（Marx 
2005, 71＝1964, 107）と呼んだが、現代の経済学においては、人的資本（human capi-
tal）とは、人々が自ら投資を行うことで蓄積可能で移転不可能な知識・技能といっ













（Healy 2008, 251＝2012, 290）。
29） 医学の実験の世界では、社会的な価値のためという口実の下で、非道な実験が正当化
されてきたことを忘れてはならないだろう（香川 2000; Rothman 1991）。
30） 世界保健機関のジョナサン・クィック（Quick, J.）は、医学の進歩と引き換えにヒト
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